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(6月末日現在〉 前月比

人口 55.161 (ム65)
{男 Z6.331 (ム48)
女 Z8.B30 (ム10
世帯数 12 .685 (+ 1 0) 
転入 268 出生 日7
転出 369 死亡 31 
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l
l
l

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
一

四
闘
嗣
開
削
凶
凶

m幽
う
。
問
題
は
虫
が
多
い
こ
と
一

で
す
が
、
集
蛾
灯
が
あ
れ
ば
一

凍

し

い

く

ら

し

い

い

の

で

す

が

、

な

い

場

合

一

こ
の
ご
ろ
は
、
農
家
の
生
活
に
は
盛
光
灯
ス
グ
ン
ド
を
代
一

も
都
会
の
そ
れ
に
劣
ら
歩
、
用
し
た

b
、
蚊
を
ふ
せ
ぐ
た
一

い
わ
ゆ
る
文
化
的
に
な
っ
て
め
に
グ
か
や

b
d
を
た
く
か
…

一
き
て
い
ま
す
。
農
家
に
は
せ
蚊
取
り
線
香
を
と
も
す
か
す
一

~
っ
か
ぺ
植
木
や
花
の
あ
る
広

れ
ば
だ
ん
ら
ん
の
一
時
が
す
一

一
い
庭
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
ご
せ
ま
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
…

↑
時
に
は
こ
の
庭
で
、
夕
飯
な
戸
外
の
食
事
も
た
の
し
い
も
一

~

E
を
家
族
み
ん
な
で
た
の
し
の
で
す
。

F

海水浴で体をきたおう

水難防止に見張台新設

連日の猛暑で玖島崎、松原海水浴場とも

家族づれやカツパ連でおおにぎわい。

市では安心してたのしく泳げるようにと、危

とび込み台、

無料休憩所などを作りみなさんのおいでを待

っています。

険区域の標示、見張台の新設、
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八
月
二
十
五
日
、
玖
島
崎
大
村
競
艇
場
で
少
年
ゴ
ム
ボ
ー
ト
一

大
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
少
年
の
海
洋
精
神
、
体
位
一

の
向
上
左
目
的
と
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。
使
用
し
た
一

ゴ
ム
ボ
ー
ト
は
救
命
用
で
、
子
供
た
ち
の
ハ
シ
ド
ル
さ
ば
き
一

も
あ
ぎ
や
か
に
珍
プ
レ
ー
も
続
出
し
ま
し
た
。

E

こ
れ
は
す
ご
い
グ

農
地
の
実
情
を

ご
報
告
く
だ
さ
い

自
作
地
小
作
地
貸
付
地
等
に

業
委
員
会
で
準
備
し
て
い
ま
す

つ
い
て
の
調
査
を
つ
ぎ
の
と
沿
こ
の
調
査
表
は
来
年
行
な
は
れ

b
行
な
い
ま
す
の
で
全
農
家
も
る
農
委
選
挙
名
簿
の
作
成
、
農

れ
な
く
申
告
し
て
下
さ
い
.
申
地
関
係
許
可
申
請
な
ど
農
家
の

告
書
用
紙
は
実
行
組
合
長
さ
ん
利
益
の
た
め
に
利
用
さ
れ
極
め

よ
り
配
付
し
て
い
た
だ
く
よ
う
て
重
要
な
も
の
で
す
.

に
し
て
い
ま
す
が
、
未
加
入
農
マ
調
査
期
日
八
月
一
日

家
の
方
は
各
農
協
支
所
又
は
農

マ
提
出
期
限
八
月
五
日

マ
調
査
対
象
農
家
五
畝
以
上

の
耕
作
農
家

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
.
【
衛
生
害
虫
】

【
畜
舎
衛
生
】

畜
舎
は
十
分
気
家
畜
の
疾
病
を
以
ろ
け
る
ば

梅
雨
も
あ
け
て
ほ
っ
と
一

息

を

使

っ
て
い
て
も
じ
め
じ
め
か
り
で
左
く
、
家
畜
の
安
静

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
が
、

家

し
が
ち
で
す
。
畜
舎
の
清
掃
を
き
ま
た
け
、
吸
血
に
よ
る

畜
に
と
っ
て
は
こ
の
夏
の
暑
排
水
溝
の
整
備
、
薬
液
に

よ

栄

養

の
損
失
も
大
き
友
も
の

い
時
期
は
事
故
の
多
い
月
と
る
消
毒
を
必
十
行
な
い
、
通
が
あ
り
ま
す
。
畜
舎
内
外
に

い
え
ま
す
。
又
伝
染
病
の
発
風
を
よ
く
し
畜
舎
内
の
乾
燥
殺
虫
済
左
ど
を
ふ

b
、
そ
の

生
も
こ
れ
か
ら
で
す
の
で
家
を
よ
く
す
る
よ
う
に
し
て
く

発
生
源
を
断
つ
よ
う
に
努
め

畜

の

飼

養

管

理

に

は

十

分

注

だ

さ

い

.

て

く

だ

さ

い

。

① 

旧
軍
用
墓
地
と
市
無
縁
墓

地
の
供
養
を
行
な
い
ま
す

ム
旧
軍
用
墓
地
〈
忠
霊
塔
内
〉

八
月
十
三
日
午
前
九
時

ム
市
無
縁
墓
地

同
午
前
九
時
四
十
分

4 
〆

県
下
中
学
校
体
育
大
会

第
十
二
団
長
崎
県
中
学
校
体

育
大
会
が
八
月
五
日
、
六
日

大
村
市
で
行
な
わ
れ
ま
す
.

競
技
種
目
と
会
場
は
つ
ぎ
の

と
告
h
y
で
す
.

マ
陸
上
競
技

I
市
営
陸
上
競

技
場
マ
軟
式
野
球
日
市
営
球

場
、
大
一
日
間
、
郡
中
マ
軟
式
庭

球
H
市
営
ヨ

l
ト
、
大
中
、

大
高
マ
卓
球
H
大
高
マ
パ
レ

l

H
大
小
、
大
中
マ
バ
ス
ケ

ッ
ト
U

大
工
、
西
中
マ
ソ
フ

ト
l
西
中
、
中
央
小
マ
柔
道

H

大
高
マ
剣
道
U
向
陽
高
マ

相
撲

1
大
村
神
社
マ
体
操
U

大
高

町
内
対
抗
少
年
ソ
7
ト
大
会

第
八
田
町
内
対
抗
少
年
ツ
フ

ト
ポ

l
ル
大
会
が
八
月
十
四

日
、
二
十
一
日
、
二
十
二
日

の
三
日
間
行
な
わ
れ
ま
す
.

こ
れ
は
少
年
を
夏
休
み
の
あ

い
だ
健
康
で
明
る
く
過
さ
せ

又
町
内
相
互
の
親
睦
を
は
か

る
た
め
に
行
な
う
も
の
で
す

会

場

西

中

、

中
央
小
グ

ラ

ウ
ン
ド

園
清
和
国
へ
寄
付

A
伊
勢
町
佐
々
木
さ
ん
清

酒

二

本

砂

糖

二

キ

ロ

玉

子
十
個
ム
松
原
婦
人
会
金

三
千
円
A
長
崎
県
社
会
福
祉

協
議
会
金
二
千
七
百
円

ム
福
重
婦
人
会

モ
チ
四
十

八
キ
ロ
米
百
九
十
四
キ
ロ

ム
C
青
果

モ
チ
十
二
キ
ロ

A
本
経
寺
モ
チ
五
十
キ
ロ

ム
中
央
婦
人
会
四
千
二
百

l〆

円
グ
オ
ル
二
十
八
枚
ム
竹

松
婦
人
会

菓
子
三
キ
ロ

ゴ
マ
七
百
グ
ラ
ム
チ
リ
紙

五
し
め
石
け
ん
二
十
七
個

タ
オ
ル
四
枚

雑
誌
十
二
冊

A
某

氏

週

刊

誌

二
十
七
冊

ム
杭
出
津
郷
松
本
さ
ん

金

一
万
円

K
青

年

金

百

円

ム
東
京
平
凡
社
国
民
百
科

事
典
七
冊
ム

N
航

空

週

刊

誌
二
十
二
冊

‘A 



な
一
般
知
能
と
教
養
に
つ
い

て
の
筆
記
試
験
、
身
体
検
査

面
接
試
験
。

試
験
日
八
月
中
旬
の
予
定

受
験
手
続
所
定
の
申
込
用
紙

に
よ
り
八
月
十
日
ま
で
の
執

務
時
間
内
に
人
事
課
へ
申
し
マ
該
当
者

込

ん

で

下

さ

い

。

市

内

に

居

住

す

る

人

。

た

だ

し
次
に
該
当
す
る
人
は
除
く

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 
開
ま
だ
学
校
に
行
か
な
い
児
童

戦
没
者
御
霊
前
へ
お
供
物

i
y

市

で

は

労

務

職

員

の

募

集

を

小

・

中

・

高

等

学

校

、

そ

の

次
の
と
語
、
り
行
な
い
ま
す
。
戦
後
二
十
年
自
の
う
ら
盆
を
他
修
学
年
限
一
年
以
上
の
学

募
集
車
種
及
び
人
員
迎
え
る
に
あ
た
り
、
戦
没
者
の
校
に
在
学
中
の
児
童
、
生
徒

①
ほ
う
炊
員
一
名
御
霊
前
市
の
治
供
物
を
地
区
遺
学
生
で
学
校
で
行
な
う
結
核

②
看
護
助
手
一
名
族
世
話
人
の
方
を
通
じ
治
贈
b

健
康
診
断
を
受
け
る
人
。

受

験

資

格

し

ま

す

の

で

治

供

え

下

さ

い

。

伸

職

場

で

毎

年

実

施

す

る

結

核

①
ほ
う
炊
員
昭
和
五
年
四
月
も
し
治
受
取
b
に
な
ら
な
い
健
康
診
断
を
受
け
る
人
。

二
日
か
ら
昭
和
二
十
二
年
四
方
は
市
保
険
年
金
課
又
は
各
出
マ
料
金
無
料

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
張
所
へ
た
問
合
せ
下
さ
い
。

子
。

②
看
護
助
手
昭
和
十
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
二
十
二
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女

子
。
な
た
、
い
や
れ
も
学
歴

は
問
わ
な
い
が
学
校
教
育
法

に
よ
る
新
制
中
学
校
卒
業
程

度
の
学
力
を
要
す
る
ほ
か
、

大
村
市
内
に
住
居
を
有
す
る

者
又
は
採
用
後
居
住
し
う
る

者
.

試
験

昭和40年8月1目

労
務
職
員
を
募
集

昭和犯年4月22日第三種郵便物認可り大村市政だよ(3) 

公
務
員
と
し
て
の
必
要

あ/11¥ ¥、//1/¥¥¥0'1/11¥怜

|
|
交
通
止

長
崎
送
水
導
管
布
設
工
事

の
た
め
、
つ
ぎ
の
と
治
り

全
面
交
通
止
と
な

b
ま
す

区
間
桜
馬
場
四
差
路

t

櫨
山

t
県
自
動
車

試
験
場

八
月
一
日

t
九
月

三
十
日

午
前
八
時
か
ら
夕

刻
ま
で

期
間

時
間

レ
ン
ト
ゲ
ン
車
に
よ
る

巡
回
結
核
健
康
診
断

も
れ
な
く
受
診
し
ま
し
ょ
う

保
母
試
験
と
保
母
講
習
会

昭
和
四
十
年
度
保
母
試
験
と

保
母
講
習
会
が
つ
ぎ
の
と
治

b

行
な
わ
れ
ま
す

試
験
期
日
八
月
三
十
日
か

ら
九
月
二
日
ま
で

場
所
長
崎
市
鳴
滝
町
県
立

保
育
短
期
大
学
校

受

験

受

付

八

月

五

日

か
ら
十
一
日
ま
で

【
保
母
講
習
】

保
母
講
習
期
間
八
月
二
十

三
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で

場
所
長
崎
市
片
淵
町
三
長

崎
大
学
経
済
学
部
大
教
室

受
講
受
付
八
月
五
日
ま
で

く
わ
し
い
こ
と
は
福
祉
事
務

所
へ
治
た
十
ね
く
だ
さ
い
。

期日 | 実 施 場所 !時 間

8月 |一 日 [ 9304
東光寺溝口商百前 11 00~ 1Z ，00 

9臼 野岳湖八本拒 1 ， 30~ 3.30 

8月 武留路公民館 10，00-11，00 
久津公民館 1 2， 30~ 1，30 

10白
浦二区時吉宅前 z. OO~ 4，00 

8月富重農協前 9，3ト 10，30

立福寺舟森商目前 1 1. 00~1 2. 00 
11日 今冨川添宅前 1，00-2，00 

| 草場石川宅前 z' 30~ 3，30 

8月 宮d、路公民館 9.30-11.00 
大川田津田酒居前 12. 30~ 2.00 

12日
竹松本町吉崎桶屋横 2 .30~ 4.00 

巡回日程

※ 1 3日以降は次号でお知らせします。

のまんか@音信月
~)~ミ逢の吉会~~
これずら yド.9t..:ミトをえ寸:予<IJります

~r-JI;fj) J三かし干名!Iイ乍

L 、

.、
・ーー . . ミ人工呼吸法を教えますミ

八月になって暑さもひとしお、こども

たちは海に川に楽しく泳いでいます。そ

の反面市内でも水での悲しい事故が発生

Lています。そこで、警察ではこういっ

た水の犠'性者を一人で、もなくそうと人工

呼吸法の講習を計画しています。希望さ

れるグル{プがあれば警察へ申し込みく

ださL、。
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き
る
よ
う
道
順
や
場
所
を
一

あ
ら
か
じ
め
決
め
て
長
く
一

(避
難
を
は
じ
め
る
と
き
J

一

①
家
を
出
る
と
き
は
、
火
の一

始
末
と
戸
締
り
を
確
実
に
一

交
通
に
よ
る
事
故
を
な
く
し

…

す

る。

-

明
る
く
住
み
よ
い
社
会
を
作

一

②

暴
風
雨
中
の
避
難
は
、
ト
一

ろ
う
と
つ
ぎ
の
と

語
、りJ
音
楽

一

グ

ン

語

、
看
板
な
ど
が
一

と
映
画
の
タ
ベ
が
行
な
わ
れ

一

風
で
と
ば
さ
れ
、

け
が
を
一

ま
す

。

-

す

る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
…

マ
日
時

八
月
十
三
日

一

頭
き
ん
な
ど
で
頭
を
守
る一

午
後
七
時
か

ら
八
時
ま
で

一

各
ご
家
庭
で
も
次
の
よ

う

な

③

途
中
忘
れ
物
に
気
付
い
て
一

マ

場

所

中

央
『
公
民
館

一
こ
と
を
十
分
注
意
し
災
害
の

1
ソ
ク
・

飲
み
水
な
ど
用

も
余
程
の
品
物
で
な
い
限
一

マ
内
容

県

警

プ
ラ
ス
パ
ン

↑

防
止
に
つ
と
め
被
害
を
最

少

意

を
忘
れ
な
い

。

り

あ

と
も

εり
を
し
な
い
…

ド
演
奏

・
ア
メ

リ
一

限
に
く
い
と
め
る
よ
う
心
掛

④
こ
わ
れ
か
か
っ

た
屋
根
、

④

老
人
や
子
供
は
、
一
緒
に
一

カ
映
画

1
ハ
イ
ウ
一
け
ま
し
ょ
う
。

雨
戸、

塀
、
煙
突
な
ど

は

行

動
す
る
よ
う
に
す
る
・一

エ
イ
の
死
亡
事
故

一
(
台
風
や
豪
雨

が

近

づ

い

て

応

急
修
理
を
し
て
治
く
。

⑤
避
難
場
所
で
は
、
互
い
に
-

一

い

る

と

き

)

⑤

浸

水
し
や
す
い
と

こ

ろ

に

ゆ

守
り
合
っ
て
ま
さ
つ
を
…

↑

①
外
出
や
旅
行
は
在
る
べ
く

住
ん
で
い

る
人
は
夜
間
で

起
こ
さ
左
い
よ
う
に
気
を
一

青

年

学

級

一

二

二

二

二

一

中

止

す
る
@
特
に
山
登

D

も
安
全
な
場
所

へ
避
難
で

つ

け
る
。

一

謄
写
版
講
座
を
開
講

i
l
-
-‘i
l
i
t
-
-
i
i
1
2
t
i
t
t
i
-
-
t
i
t
t
i
-
-
i
i
l
l
i
t
-
-
i
i
!
t
i
t
i
t
i
i
i
L

③
携
行
品

お
し
ら
せ
「吋

1
1
4
J
I
l

犬
に
は
必
ず
予
防
注
射
を

音
楽
と
映
画
の
夕
べ

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
を

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

生
後
九
十
一

日
以
上

の
犬
は

年

一
回
登
録
を
し
、
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
な

っ
て
い

ま
す
。
手
続
き
の
す
ん
で
い

な
い
犬
は
市
役
所
、
又
は
出

張
所
で
登
録
を
行
な
い
、
狂

犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て
く

だ
さ

い
。
登
録
手
数
料
は
一

動
産
の
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
、

差
押
え

引
揚
け
た
動
産
を

つ
ぎ
の
と

治
h
y
、
公
売
し
ま
す
。

買
受
希
望
者
は
、
当
日
定

刻
ま
で
に
、
印
鑑
持
参
の
う

え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

八
月
六

日

午

後

一

時
か
ら
二
時
ま
で

場
所
市
役
所
収
納
課

公
売
方
法
一

般
競
争
入
札

公
売
保
証
金

見
積
価
額
の

頭
に
つ
き
百
三
十
円
で
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
日
程

①
毎
週
月

・
水

・
金
の
午
前

中
に
市
営
と
畜
場
で
行
な
い

ま
す
。
当
日
が
祭
日
の
と
き

は
行
な
は
な
い

。

②
予
防
注
射
料

一
頭
に
つ

き
二
百
円

③
注
射
済
証
票
代

百
分
の
十
以
上

代
金
納
付
期
限

八
月
六
日

午

後
三
時

公
売
物
件

①
電
動
機
七
・

五
馬
力

一
ム
ロ

②
東
芝
電
気
蓄
音
器
一
台

③
ジ
ュ

l
キ
ミ
シ

ン

足
踏
式

一

台

④
ナ
シ

ョ
ナ
ル
テ

レ
ビ

十
四
吋

台

と
も
一

台 三
十
円

伯
き
な
が
ら、

実
務
に
・
役
立

つ
勉
強
を
す
る
若
い
人
た
ち
の

た
め
に
謄
写
版
講
座
を
聞
き
ま

す
。
希
望
者
は
八
月
九
日
ま
で

に
教
育
委
員
会
へ
お
申
し
込
み

〉
だ
さ

い
。

ム
期
日
と
時
間

八
月

1
九
月

毎
辿
火
・

木
曜
日

午
後
六
時
J
八
時

ム
会
場

中
央
公
民
館'. ，、

伝説話α開2払

市
で
は
災
害

防
止
対
策
と
し
て

必
要
な
資
材
は
水

防
倉
庫
に
準
備
し

雨
量
の
測
定
水
位

の
警
戒
、
水
防
信

号
の
発
信
、
避
難

の
措
置
な
ど
万
全

を
期
し
て
語
h
y
ま

す。

ム
内
容

謄
写
版
技
術

(
文
字

カ
ッ
ト
製
版
、
印
刷
)

ム
開
講
日

八
月
十
二
日

圃
原
爆
被
爆
者
の
健
康
診
断

被
爆
者
手
帳
の
検
認

原
爆
被
爆
者
の
健
康
診
断
と

特
別
被
爆
者
健
康
手
帳
の
検

認
を
行
な
い
ま
す
の
で
も
れ

左
く
受
け
て
く
だ
さ
い
。

水
泳
、
魚

つ
り
在
ど
は
絶

対
に

し
な
い
。

②
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ

友
と
の

気
象
通
報
に
十
分
注
意
す

る
。

③
い
っ
た
ん
災
害
が
起
き
る

と
停
電
や
断
水
に
な
り
や

す
い
の
で
懐
中
電
灯

・ロ

H

風
水
害
の
被
害
を

最
少
限
に
H

【
健
康
診
断
】

①
対
象
者

一
般
被
爆
者
・

特
別
被
爆
者

②
日
時

・
場
所

マ
八
月
一

日

t
二
十
日
国
立

大
村
病
院

・
大
村
市
立
病
院

マ
八
月
十
一
日

t
二
十
日
国

立
川
棚
病
院

い
4
1
れ
も
午
前
九
時

t
十
二

時
ま
で

被
爆
者
健
康
手
帳
及
び
当

日
の
大
便

(指
頭
の
大
き
さ

の
も
の
を

マ
ッ
チ
箱
に
入
れ

る
)【特
別
被
爆
者
健
康
手
帳
。

検
認】

マ
八
月
一

日

t
九
月
三
十
日

大
村
保
健
所
で
行
な
い
ま
す
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